
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 2 2 3  2 0 2 4 . 8 . 3 0 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

 

・ 特 集… … 島 原 地 区 『 パ ソ コ ン 講 習 会 』 を 開 催 致 し ま す 。  

 

・ 支 援 情 報… … 『 2 0 2 4 年 度 長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金 （ 大 学 入 学

用 ） 募 集 の ご 案 内 』  

 

・ 9 月 の 予 定… … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

 

・ 編 集 後 記… … 長 崎 が モ デ ル 地 の 映 画 が 公 開 さ れ ま す  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 島 原 地 区（ 島 原 市・南 島 原 市・雲 仙 市 在 住 の 方 ）『 パ ソ コ ン 講 習 会 』

を 開 催 い た し ま す 。  

 

≪ 島 原 地 区 ： 島 原 市 ・ 南 島 原 市 ・ 雲 仙 市 に お 住 ま い の ひ と り 親 の 方

及 び 寡 婦 、 ひ と り 親 の 子 ≫  

【 日 程 】 令 和 5 年 9 月 8 日 （ 日 ）・ 1 5 日 （ 日 ）・ 2 2 日 （ 日 ）・ 2 9 日

（ 日 ）・ 1 0 月 6 日 （ 日 ）・ 1 3 日 （ 日 ）  

【 時 間 】 1 0 時 ～ 1 4 時 3 0 分  ※ 1 2 時 ～ 1 3 時 は 休 憩 と な り ま す 。  

【 会 場 】 雲 仙 市 愛 野 町 文 化 会 館 （ 愛 の 夢 未 来 セ ン タ ー ）  研 修 室  



   （ ⻑ 崎 県 雲 仙 市 愛 野 町 ⼄ ５ ２ ６ 番 地 １ ）  

【 対 象 】 島 原 地 区 （ 島 原 市 ・ 南 島 原 市 ・ 雲 仙 市 ） に お 住 ま い の 方 で

す 。  

【 申 込 方 法 】 申 込 フ ォ ー ム 、 T E L、 F A X  

＜ 申 込 フ ォ ー ム ＞ ９ 月 ６ 日 （ 金 ） １ ２ 時 締 切  

h t t p s : / / d o c s . g o o g l e . c o m / f o r m s / d / 1 b B _ I -

p 2 2 5 D d 0 P G 7 V g M O B 9 J Y 6 E S p 2 L U d q s W 8 E G o 9 m 3 a I / e d i t  

 

 

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆『 2 0 2 5 年 度 長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金（ 大 学 入 学 用 ）募 集 の ご 案 内 』  

1． 目 的  

こ の「 長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金（ 以 下 、奨 学 金 ）」は 、次 世 代 を 担 う

人 材 の 育 成 を 図 る た め 、 向 学 心 が あ り な が ら 経 済 的 理 由 に よ り 、 修

学 上 必 要 な 学 資 金 （ 奨 学 金 ） を 大 学 在 学 の 期 間 、 月 5 万 円 を 支 給 す

る こ と で 奨 学 援 護 を 行 い 、 も っ て 社 会 に 有 為 な 人 材 を 育 成 す る こ と

を 目 的 と し ま す 。  

な お 、 こ の 奨 学 金 は 返 済 の 義 務 は な く 、 将 来 の 就 職 等 に つ い て も 何

等 の 義 務 も な い こ と と い た し ま す 。 ま た 、 他 の 奨 学 金 制 度 と の 併 用

も 可 能 で す 。  

 

2． 応 募 資 格  

現 在 、 長 崎 県 内 に 生 活 の 拠 点 を 有 す る ひ と り 親 家 庭 （ 児 童 扶 養 手 当

受 給 家 庭 ） の 高 校 3 年 生 で 、 学 習 及 び 人 物 が 良 好 で あ る に も 関 わ ら

ず 、 経 済 的 理 由 で 学 資 の 支 弁 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 者 。  

但 し 、2 0 2 5 年 4 月 に 学 校 教 育 法 に よ る 長 崎 県 内 の 国 公 立 の い ず れ か

の 全 日 制 の 大 学 に 現 役 で 進 学 す る こ と を 条 件 と し ま す 。（ 私 立 大 学

へ の 進 学 は 対 象 外 で す ）  

 

https://docs.google.com/forms/d/1bB_I-p225Dd0PG7VgMOB9JY6ESp2LUdqsW8EGo9m3aI/edit
https://docs.google.com/forms/d/1bB_I-p225Dd0PG7VgMOB9JY6ESp2LUdqsW8EGo9m3aI/edit


3． 応 募 ・ 選 考 方 法  

募 集 期 間 ： 2 0 2 4 年 7 月 1 日 ～ 2 0 2 4 年 1 0 月 3 1 日 （ 必 着 ）  

応 募 方 法 ： 下 記 書 類 を 郵 送 で 提 出 し て く だ さ い 。  

（ 1） 2 0 2 5 年 度  長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金 （ 大 学 入 学 用 ） 願 書  

※ 願 書 は 、 公 益 推 進 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ （ h t t p s : / / k o s u i k y o . c o m /  

） よ り ダ ウ ン ロ ー ド し 、 必 要 事 項 を 記 入 し て く だ さ い 。  

（ 2） 推 薦 書 （ 担 任 の 先 生 ま た は 学 校 長 の 推 薦 書  指 定 様 式 に 記 入 ・ 捺 印 ） 

（ 3） 児 童 扶 養 手 当 証 書 （ 受 給 者 証 ） の 写 し  

 ※ 応 募 時 点 で 有 効 な 児 童 扶 養 手 当 証 書 が 必 要 で す 。  

（ 4） 個 人 情 報 の 取 扱 に 関 す る 同 意 書 （ 指 定 様 式 に 署 名 ・ 捺 印 ）  

応 募 関 係 書 類 （ 添 付 書 類 を 含 む ） は 返 却 い た し ま せ ん 。  

 

4． 採 用 人 数  

2 0 2 5 年 度 の 奨 学 生 は 1 名 程 度 を 採 用 し ま す 。  

 

5． 給 与 期 間 ・ 給 与 額  

大 学 に お け る 最 短 修 業 年 限 の 4 年 間 を 通 じ て 、年 額 6 0 万 円（ 4 年 合

計 2 4 0 万 円 ） を 支 給 し ま す 。  

医 学 部 や 薬 学 部 等 の 4 年 制 以 外 の 学 部 で あ っ て も 、支 給 期 間 は 4 年

間 が 限 度 と な り ま す 。  

（ １ ）支 給 開 始 年 度 か ら 毎 年 4 月 と 9 月 に 在 学 証 明 書 の 確 認 を 行 い 、

半 期 ご と に 振 り 込 み ま す 。  

（ ２ ） 退 学 や 停 学 が 判 明 し た 場 合 は 、 支 給 を 終 了 し ま す 。（ 注 1）  

（ ３ ） 休 学 中 の 支 給 は 停 止 し 、 復 学 後 に 支 給 を 再 開 し ま す 。  

（ ４ ） 留 学 中 の 支 給 が 停 止 し 、 復 学 後 に 支 給 を 再 開 し ま す 。  

（ 注 １ ） 退 学 ・ 停 学 月 以 降 の 月 数 分 が 支 給 済 の 場 合 、 該 当 部 分 の 返

納 手 続 き が 必 要 で す 。  

 

≪ 奨 学 金 に 対 す る お 問 合 せ 先 ≫  

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 6 - 7 - 9 新 橋 ア イ ラ ン ド ビ ル 2 階  

https://kosuikyo.com/


公 益 財 団 法 人  公 益 推 進 協 会  長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金 担 当  

T E L： 0 3 - 5 4 2 5 - 4 2 0 1  /  F A X： 0 3 - 5 4 2 5 - 4 2 0 4  

E - m a i l： i n f o @ k o s u i k y o . c o m  

ホ ー ム ペ ー ジ ： h t t p s : / / k o s u i k y o . c o m /  

※ 問 い 合 わ せ 対 応 時 間 は 、 平 日 の 1 0 時 ～ 1 7 時 ま で 。  

 

※ 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 下 記 U R L を ご 確 認 く だ さ い 。  

h t t p s : / / k o s u i k y o . c o m / w p -

c o n t e n t / t h e m e s / s t a n d a r d _ b l a c k _ c m s p r o / i m g / y o u k o u _ n a g a s a k i _ 2 0 2

5 . p d f  

 

 

■ 9 月 の 予 定 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

9 月 1 8 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0  ＜ 池 内  愛 弁 護 士 ＞  

《 事 前 予 約 受 付 中 》  

 

池 内  愛 弁 護 士  

山 下 ・ 川 添 総 合 法 律 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / w w w . y a m a s h i t a - l o . j p /  

※ 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 で す 。  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま  

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 長 崎 が モ デ ル 地 の 映 画 が 公 開 さ れ ま す  

mailto:info@kosuikyo.com
https://kosuikyo.com/
https://kosuikyo.com/wp-content/themes/standard_black_cmspro/img/youkou_nagasaki_2025.pdf
https://kosuikyo.com/wp-content/themes/standard_black_cmspro/img/youkou_nagasaki_2025.pdf
https://kosuikyo.com/wp-content/themes/standard_black_cmspro/img/youkou_nagasaki_2025.pdf
http://www.yamashita-lo.jp/


『 映 画 け い お ん ！ 』（ 1 1 年 ）『 映 画  聲 の 形 』（ 1 6 年 ）等 の ヒ ッ ト 作 を

手 掛 け た 山 田 尚 子 監 督 と 、 吉 田 玲 子 氏 が 脚 本 を 手 が け た 青 春 ア ニ メ

映 画『 き み の 色 』が 8 月 3 0 日 に 全 国 の 劇 場 で 公 開 さ れ ま す 。人 の 感

情 が 色 と し て 見 え て し ま う 女 の 子 が 、 街 の 片 隅 の 古 書 店 で 出 会 っ た

少 女 と 少 年 と 、 音 楽 で 心 を 通 わ せ る ス ト ー リ ー と な っ て お り 、 上 海

国 際 映 画 祭 で は 金 爵 賞 ア ニ メ ー シ ョ ン 最 優 秀 作 品 賞 に 輝 く な ど 、 世

界 か ら も 注 目 さ れ る 作 品 と な っ て い ま す 。  

本 作 で は 、 長 崎 市 、 佐 世 保 市 、 五 島 市 、 新 上 五 島 町 な ど 8 か 所 を モ

デ ル 地 と し 、 路 面 電 車 ・ 教 会 ・ 島 々 の 風 景 な ど 、 長 崎 県 な ら で は の

景 色 を モ デ ル と し た シ ー ン が 多 数 登 場 す る よ う で す 。 普 段 目 に し て

い る 長 崎 の 美 し い 街 並 み や 風 景 が ア ニ メ ー シ ョ ン と な っ て 映 画 館 で

楽 し む こ と が で き ま す 。 モ デ ル 地 情 報 等 を 掲 載 し た マ ッ プ も 作 成 さ

れ る の で 、 映 画 を 見 た 後 は 、 マ ッ プ を 片 手 に モ デ ル 地 探 訪 や 長 崎 県

の 観 光 も 楽 し め ま す 。 映 画 を 通 し て 知 ら な か っ た 長 崎 を 発 見 で き る

か も し れ ま せ ん ね 。  

 

最 後 ま で 読 ん で い た だ い て あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 


